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磐梯山の二次泥流堆積地における、ナナカマドの侵入・定着に係る要因
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ＰＳ 
植物群落の動態に影響する要因のひとつとして種子散布が挙げられるが(Vi3nable
andBrownl993;Fuenteg2DOD)、一方で、植物間相互作用である促進作用を重視する
研究も最近増えてきた(CauavvayandWa此r199打。凶兆、－吹遷移における高木
種の侵入・定着に対する種子散布や促進作用の影響に関する研究は少なかった。
磐梯山の火口付近では、1954年に火口壁の大崩落が起こり植生が失われた。そのた
め、この場所で織現在でも遷移初期段階の植生を観察することができる。そこで本研究
では、この泥流堆積地に生育する動物散布種であるナナカマド腱着目し、ナナカマドの
侵入・定着に対する種子散布と促進作用の影響を明らかにしようと試みた。
調査された泥流堆積地では、火口の中心から離れるほど遷移の進行が早く、最も遷移
が進んだ泥流外縁部付近では既に林冠が閉鎖している。調査は、この林冠閉鎖部から火
口の中心に向かって設けた２本のライントランゼクトに沿って、２０ｍｘ２Ｑｍのプロット
を計１２個設置して行われた。プロット内に生育するナナカマドの位置と高さ、上層を
被う高木種の高さを測定した上で樹冠投影図蓬作成した。また、地形測量を行い、プロ
ット内の微地形をYmakura(1995)の方法により数値化した｡これらのデータをもとに、
ナナカマドの個体密度、樹高とプロットの位置、上層木の被度や微地形との関係を一般
化最小二乗法(GLS)によって解析し、また、ナナカマドの樹高とそれらのアカマツ樹冠
内での位置との関係を、単回帰分析により求めた。
その結果、調査されたプロット全体で306個体のナナカマドが生育しており、閉鎖
林冠下では結実した成木が４個体確認された｡林冠が閉鎖していない場所に置釘珈たプ
ロットを対象としたＧＬＳ⑳結果、ナナカマドの個体密度は、上層を被うアカマツの被
度と正の関係があり、アカマツの被度と林冠閉鎖部との境界からの距離との交互作用と
負の関係があることが示された。また、ナナカマドの樹高もアカマツの被度と正の関係
を持ち､特ｌＺアカマツの樹幹近くに生育する個体ほど樹高が高いことが示された｡一方、
微地形痔アカマツ以外の上層を被う樹木と、ナナカマドの個体密度や樹高との関係は見
られなかった。
以上の結果から、この泥流堆積地に諸けるナナカマドの侵入は種子散布の影響を受け
て諮り、アカマツの樹冠下ほど、また、より種子源となる閉鎖林に近いほど多くの種子
が散布されることが示唆された。また、発芽した実生の生育に対するアカマツの促進的
な作用も働いていることが示唆された。
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